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第５回 野田中学校統合準備委員会 会議録 

日時 平成26年11月17日（月）19時30分～20時02分 

場所 野田市民館 

出席者 委員（21名） 

河合 、河辺光利、白井正臣、秋山達夫、河辺禎人、林樹一郎、鵜飼秀行、      

安藤佳世子、中村洋隆、河合知夜美、鈴木正次、河合克弥、河合睦子、河合隆志、    

鋤柄美保、仲谷文子、藤江恵美子、本多邦彦、鈴木春美、花井 隆、大竹加納江 

オブザーバー(２名) 

鈴木嘉弘経営企画課長、大林正典 

事務局（６名） 

前田教育部長、中村教育総務課長、三竹教育企画室長、山本学校教育課長、土井経営

企画課副主幹、清水教育企画室主任 

欠席者 なし 

傍聴者 16名 

委員長 あいさつ 

委員長 それでは、早速、協議事項に入ります。 

協議事項１ 通学体制について。 

初めに、野田地域の遠距離通学への対応について、経営企画課長から説明をお願い

します。 

経営企画

課長 

皆さん、こんばんは。 

先般、さまざまなご意見や確認事項等をいただき、それについて確認等を行ってま

いりました。学校の統合問題は、野田地域だけではなく市内各地域にかかわる問題で

ございますので、いろいろな調整会議を行った結果を踏まえて、資料に基づいて野田

地域の遠距離通学への対応策について経営企画課副主幹の土井から説明させていた

だきます。よろしくお願いします。 

経営企画

課副主幹 

（資料１により説明） 

委員長 ありがとうございました。 

ただ今の説明、報告についてご意見・ご質問等がありましたらお願いします。 

委員 伊良湖本線の場合の行き先は大体決まっているが、増便車両は、仁崎、山ノ神方面

を回って馬草口から通常の運行形態に入る。中学校の生徒だけではなく一般の方や高

校生も利用可能なこの増便車両について、行き先の表示方法などの検討はされていま

すか。 

経営企画

課長 

現時点でバス会社に確認している範囲では、まだ細かい設定はしておりません。 

現状、登校時の運行便は２車両走っています。現状より少し早めの出発や、２回目

の回送時は少しおくれるなど、そういうケースが起こる可能性があります。 

バス会社では、①実施できるもの、②条件を設けて検討すれば実施する可能性のあ

るもの、③全くできないもの３種類のうち、条件を整えれば実現する可能性がある内
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容としてバス会社内で調整していました。 

それを受けて、市に対する条件も出ています。それらを踏まえて、小中学校再編に

伴う遠距離通学基本方針に基づき、路線バスの運行区域については、まず路線バスを

検討していただき、路線バスを使用して通学するとの方針が決定すれば、ご質問のあ

ったバスの時間、三河田原駅に行かずに萱町から田原中学校付近へ回送する行き先の

方向幕など、今後、詳細を整理して進めたいと思います。 

委員 現状、今の説明では、仁崎、山ノ神を回って馬草口から通常の運行形態の車両に乗

るわけですが、その追加車両が田原萱町から田原中学校付近へ行くのですか。 

経営企画

課長 

そのとおりです。 

委員長 ほかにご意見ございますか。 

委員 朝練登校便・通常登校便について、試験中などの朝練がないとき仮に中学生80人が

朝練登校便に乗らずに通常登校便に乗ると数字的に10人乗れない。実際、70人乗に70

人は乗れないと思う。仮に３両体制で何便目に来るのかで違ってくるが、２便目が満

員なら次のバスに乗ることもできる。 

現状の２便は数珠つなぎで来ているのか。 

経営企画

課長 

間隔はあります。 

 

委員 増便車両は仁崎発なので、多少、道の混雑具合によって時間がずれると思う。実際

は自転車で行く子もいれば違う便に乗る子もいると思うが、中学生80人に対して70

人乗バスでどれぐらい乗れるのかわからないので、どうお考えか。 

経営企画

課長 

おっしゃるとおりだと思います。 

以前、現状のデータをお示ししたとき、数字上は乗れますが、実際には50人乗れば

満杯状態になると思っています。今後、田原市内にはほかにも統合を考えていかなけ

ればならない中学校が出てきます。そのとき、全部、学校近くまで路線バスを回送す

ることはなかなかできないことですが、野田地域の場合、路線バスの馬草口への回送

を考えた場合、大型バスを運行する上で白谷からのルートが最も安定的な迂回ルート

になりました。その結果、田原中学校付近にバス停を求められ、仁崎、山ノ神、馬草

など、今のぐるりんバスの沿線にバスを停車することも考えられます。 

今回、皆さんから「自転車でバス停まで来て、バスに乗って、また萱町バス停から

歩くと遠くの子は通学の全体時間が長くなりすぎる」という意見があったので、仁崎

や山ノ神など遠くの子は、そういった意味でカバーされていきます。 

追加車両の70人乗に全員が乗るのではなくて、できれば地域である程度ルールをつ

くって最初の１両目、２両目に分かれて乗っていただくような調整も今後していくこ

とになります。朝練便・通常登校便の追加車両の運行は、時間帯としてはぎりぎりな

ので、バス会社としては最初に回せるようにしたいとは考えております。いずれにし

ても追加した３両目に全員乗れないことがありますので、１両目、２両目に地域ごと

分かれて乗るような決めをつくっていただけると、困らずに行けるようになると思い
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ますので、これはご相談であり、お願いであり、そうかといってもう１台、４両目を

ふやすこともできませんので、今後、検討を進めていきたいと思っています。 

委員長 今の回答で、内容は理解できましたか。 

委員 はい。ルールはどういうふうに決めたらいいかまだわかりませんが、私達としても

なるべく協力できるようにしていきたいと思います。 

委員長 そのほか、ご意見・ご質問はございますか。 

それでは、きょうの課題の対応策として、大きくは３点の内容が発表されました。 

一つ目は、朝練登校便と通常登校便について、70人乗のバスを１車両追加して３両

体制にする。追加車両の１車両については、回送ルートであるために田原中学校付近

にバス停を設置する。 

二つ目は、仁崎、山ノ神地区にバス停を設置する。 

三つ目は、芦地区などについては、ぐるりんバスの早朝便の運行などによって対応

する、こういったことが骨子だったと思います。 

通学体制について協議を重ねてきましたので、きょう、この統合準備委員会の席で

提示された内容について皆さんの意思の確認をしたいと思います。路線バス及びぐる

りんバスを使用して通学する方向とすることについてお諮りしたいと思います。 

賛同される方は、挙手で意思表示をお願いしたいと思います。 

それでは改めて、野田中学校から田原中学校への通学については、路線バス及びぐ

るりんバスを使用して通学する方向でよろしいか、お諮りしますので、賛同される方

は挙手をお願いします。 

 （賛成者 挙手） 

委員長 ありがとうございました。それでは、賛成多数で路線バス及びぐるりんバスを使用

して通学することで決定いたしました。 

この方針に基づいて、さらに協議が必要な内容については、今後検討していくこと

としたいと思います。 

今回の田原市からの提案、それを受けての豊鉄バスからの回答は地域のこと、生徒

のことをしっかり考えていただいた満足度の高い回答結果と思っております。本当に

ご努力に際して、感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

次に、協議事項の(2)その他でございますが、各検討会からの報告があればお願い

したいと思います。交流検討会についてはいかがでしょうか。田原中学校長。 

委員 まだ交流会を設けていませんので、特にここで報告することはありません。 

委員長 ＰＴＡ統合検討会の野田小学校長。 

委員 報告事項はありません。来週11月25日の火曜日に第２回検討会を開催します。 

委員長 ありがとうございました。総務検討会、野田中学校校長。 

委員 同じく、検討委員会が来週25日ですので、新たな報告事項はありません。 

委員長 ありがとうございました。 

また、10月27日（月）から10月31日（金）まで田原中学校の学校公開がありました。

参加された保護者の方で感想などを発表いただけたらと思います。 
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委員 学校見学に行かせていただきました。 

私は様子を見させていただいて、さっと帰らせていただきました。 

委員 田原中学校の学校公開が１週間ありました。10月30日は授業参観と講演会があると

お聞きしていましたが、私は最後の10月31日に普通の授業や子供たちの様子を見に行

きました。子供たちみんなに「こんにちは」と廊下でも外でも挨拶をしてくれ安心し

ました。学校の中で授業を参観し、１学年６クラスで３学年あるので、とにかくクラ

スの量と活気があるなと感じました。 

いろいろな部活動のいろいろな賞状があり、踊り場には文化祭の発表の様子、合唱

コンクールの写真、子供たちの活動の様子がとてもたくさん張られていたことにも驚

きました。一学年でクラスが何クラスもあるので、クラス対抗の行事があると想像し

て、野田にはない競争心や刺激がものすごくあるなとわくわくし、自分の子供が学校

に通うと思うと楽しみになりました。ありがとうございました。 

委員長 ありがとうございました。 

本日、予定されていた協議事項は、以上です。 

次回の開催日程は、12月17日（水）で委員の皆さん方のご都合はいかがでしょうか。 

ありがとうございます。では次回、12月17日（水）午後７時30分から野田市民館で

開催したいと思いますので、よろしくお願いします。 

次回は、中学校の学校跡地利用などの意見交換をしたいと考えております。学校の

跡地利用についてイメージを浮かべて、ご意見が出るようお願いしたいと思います。 

以上をもちまして、第５回統合準備委員会を終了いたします。 

ご協力ありがとうございました。 

 


